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　Th 主s　s七udy 　discusses　how 　the　aspects 　o 『monetary 　and 　material 　supports 　in　the　mutual 　assistallce 　and

support 　systems 　shifted 　in　Ghina　at　the　time　of 　drastic　change 　of　economic 　and 　marketing 　sysl／eins．　We
conducted 〔luest正onnaire 　research 　in　1998，　tryillg　to　portray 　the　difference　before　and 　after 　the　ehange ，
The 　analytical　methods 　as　well 　as　ollr　c （）nclusions 　are 　described　below：

　1）Patriarchal　“jia”system ： It　 appears 　 that　the　traditionai　 value 　of　filial　duty　has　been 　 revived
，

centering 　arolmd 　the　tripartite　pillars　of　Parellts，　Chi生dren，　and 　Brothers　not 　living　together ．

　2）Stronger　blood　tles： Monetary 　and 　 rnaterial 　help　 rather 　 than 　moral 　assistance 　seemed 　to　have
increased

，
　 Strengtheiling 　b！て）od 　t正es 　center 正ng 　around 　Parents，　 Children　and 　Borthers　not 　訌ving

together ，

　3）In　terms　of　work 　classifica しion
，
　strong 　correspondence 　was 　Iloted 　only　for　monetary 　matters ．

　4）Females　 as　 a　 whole 　 seemed 　more 　 dependerit； 仁heir　 relations 　 with 　 friends　 seemed 　 to　 have
undergolle 　sorne 　change 　so　far　as　the　subjec 七Inatter 　is　concerned ．

　5）Soc玉al　status ：Those 　in　higher　hierarchies　seemed 　more 　advan 七ageous ．　Those　in　lower　hierarchies
seerned 墨ess 　advantageous ，but　they　were 　reeeiving 　more 　assis もance 　froln　friends．

　6） Financial　 statlls ： Work 　 environment 　 seemed 　 to　 have　 worsened 　 even 　 for　 those　 in　 hlgher
hierarchies．　Notewor 亡hy　was 　the　deterioration　of 　work 　envir 〔mrnent 　for　middle 　class 　females　and 　low
class 　 males ．

　　　　　　　　　　　 　 （Reeeived　Sepしember 　4，2000 ；Accepted 　in　revised 　form　July　23，200弖）
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生 活設計，

　1．緒　　言

　本報で は，相互扶助内容 の うち， 精神的扶助 に 関す

る論稿 （第 1報）に続 き ， 金銭 ・物質的扶助に関する

挾助供給主体の 推移 に つ い て，調査 ・文献考察をもと

に 論 じる。金銭 ・物質的扶助 に つ い て は
，

歴 史的 に は
，

「家   a）」制度 （そ れ は 世帯 を同
一にする もの に よ

る 自助に属する家庭的自助 と世帯を別 に する者に よ る

準家庭 的互助か らなる）を核として，地縁 （近隣等 の

互 助 に属す る相互 的互 助）， 友縁 （原 則 と して 共助 に

属する 互 恵的互助）， 職縁 （ギ ル ドの 相互的互助）等

の 縁に よ り確保 された もの で あ っ た とされ て い る．

「家 G亘a）」，
つ ま りそ れ は伝統的社会に お ける 血縁関

係者 の みを主 とす る大家族制的な生活保障シ ス テ ム で ，

（D 労力的奉仕，（2）金銭 ・物質的 （物品
・土 地 ・そ の
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表 1．金銭 ・物質的扶助主体の 実態 （平均値）

親 子 きょ うだい 親戚 友人 近隣 職場 社区 市場 政府 ボ ラ ン テ ィ ア

変革前　　2，12　　1．76

順位群　　 I　　 H

1．66

［

1，43　　　L46 　　　1．13　　　L20 　1．02　 1，01　 1．02

巫 　 皿 　 IV 　IVVVV ’
1．OlV

変革後　　1，90　 1，90

川頁位君羊　　　 工　　　　　 1

46LH 1．41　　　1．50　　　1．11　　　1．13　 1．02　 1．Ol　 1．02

1V　　　 【ll　　　 V 　　　 V 　　　VI　　 V［　　 VI

1．01

彳｛L点差　　
一

〇．22　一
ト0，14　　　− 0．02　　　一

 ．02　 十 〇．04　 − 0．02　− 0．07　0，0D　O．00　0，00 0．00

「ほ と ん ど な い 」 1点，「時々 あ る 」2 点，「よ くある 」3 点 と し，点数化 した もの で あ る ．

他）贈与又は貸与，（3）自己また は他人 の 商 売や取引

等仕事上 の 便宜 （無利息 ・低金利や 機会の提供）等に

関す る 機能 を果 た し て い た もの で ある．な か で も 0 ・

ラ ン グは中国に お ける血縁 間 の 相互扶助 の 強 さ等 を

「家族主義」 と規定 し
， 社会的 ・企業的 な 「保険は全

然 な く， 中国伝統社会は 法律で も習慣で も，親戚及び

同族間の相互扶助 を強 く要求 し」
”

，「親に対する 子 の

義務は親の 子 に対する義務よ りも遙か に 強 く強調 され

て い る」
2
等 と して 「家父長制」で も特 に 「孝」 を尊

び，その 意味で も集権 ・老後保障的な性格が強か っ た

こ とを指摘 して い る，同国建国後 ， イデオ ロ ギ
ー的指

導や統制 もあ り，こ れ らの 家父長制 的構造 の
一

部 に崩

壊現象が 始ま る が ，都市部で こ れ を補 っ たの が，主 と

して，い わ ば社 会保障代行 とな る 職場内福祉で あ る

「鉄 飯碗」の 制度化で ある ．社会主義社会 の 発展に よ

り，金銭 ・物質的な生活を相対的 に安 定化 させ る べ く

機能 して きた が ，「家 （jia）」以外の 縁間の扶助 関係

は，
一

方で は 依然と して 強 く保持さ れ
，

そ れ も生活の

安定化 を支 え て きた．次 い で 惹起 した 市場経済体制 へ

の 変革が，さらに そ の 生活構造変革に強 い イ ン パ ク ト

を与 えた．今回 の 調査 目的は
， その 具体的 ・定量的な

推移 デ
ー

タを収集 し，分析する こ とにある．そ の家政

学的 データ と分析 的知見 は 同国 の 相互扶助 ・支援行動

とそ の 主体形成並 びに その 機能の あ り方 に つ い て 再点

検 し，社会展望を開く上 で も重要な基礎資料となる も

の で あ る．

　2．研究方法と目的及び研 究状況

　（1） 研究方法 ・調査 の 概要 （第 1 報 と 同 じ）

　  　研究状況

　金銭 ・物質的扶助に関す る研究は，社 会主義国家建

設以来 と な る と研究が 極め て乏 しい ．特に都市部の 住

民 につ い て は収入 が相対的に多 く，教育的に も恵まれ，

就職，食料 ・住宅等 の 配給 ，医療 ， 年金 ， 福利厚生 等

の （つ ま り鉄飯碗 の ）有利条件を当然と して宣伝する

の みで ，こ れ らに 関す る具体的
・
定量 的な調査研究は

（調査 ・公 表上 の 行政制約 もあ っ て か ）殆 ど 見あ た ら

な い
＊ L
．ある として も主に新中国建国前の 旧中国の ギ

ル ドや農村社会に おける社会学的研究に 限られ て い

た
＊ 2．

　3．結果 及び考察

　（1） 金銭 ・物質的扶助 の 実態 と変化 に関する結 果 の

　　　概要

　金銭 ・物質的扶助 とは，生活上 の
一

時的困難に 対す

る金銭 ・物質的なや りと りの こ とで ある ．それ らに は

金銭 ・物質的借入，被贈与，物々 交換等も含まれ る．

そ の扶助供与主体 と して は 自助 ， 互助 ， 共助 ， 公助に

属する H 主体を設定 した．（以下 の 表にお い て は，例

外を除 き有意な差が 認め られ たもの に 限 り掲げた．）

　表 1 か ら分か る よ うに変革前 （即 ち 92 年以前）で

は，扶助程度の 大 きか っ たの が別居する親 （以下 「親」

と す る）（2．12）， 同 子 （同 「子」）（1．76）， 同 き

ょ う だ い （L66 ），友 人 （L46 ），親戚 （1．43），職

場 （1．20），近隣 （1．13）の 順 と な っ て い る ．こ れ ら

を分類する と，第 1 グ ル
ー

プと して 親が突出 し， 第 H

として 子 ・き ょ うだ い ，第皿と して友人 ・親戚，第IV

と して 職場
・
近隣，第 V が 残 りの グ ル ープで あ っ た．

子に よ る義務を主とする従来型とは異な り，親 ・子 ・

き ょ うだ い とい う近親者 の 扶助関係 の 強さと し て の

「家族主義」とい う単位 と内容 で
， 生活 を相互 に保障

＊ ’ 1952 年 か ら 27年 間 の 空白時代 を経 て，79年 に社会

　学的研究の 公的復活 の 後，雷潔瓊を 中 心 とす る 「中

　 国 婚姻家庭研究 会」 に よ り，82〜83 年 に 北京 ・天

　津
・上 海 ・南 京 ・成 都 の 調 査 が 行 わ れ た が ，都市部

　 に 関す る相互 扶助 部分 は見 あた らな か っ た，
＊2

清水盛光，仁井 田 陞，牧野　巽，福武　直 ら の 農村

　社会 に 関す る 研究 根岸　佶 ， 仁井 田 陞 らの ギ ル ド

　 に 関す る研 究 で あ る．
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表 2．金銭 ・物質的扶助主体の 変化一変革前後別 に お け る職業形態別の 差違 （構成比）一

現在 の 職業

　国営　　　　民間　　　 合弁

（62．5％）　　　（12．5％）　　　（5，7％ ）

中小　　　 自営業

（4．6％ ）　　　　（7．1％ 〉

無耳載等　　　　z2イ直　　　ρ

（7，6％）

変革前　き ょ うだ い 　　65．7％

　　　 友人 　　　　 56．8

　　　 近隣　　　　 58．5

9．79614

．016

．9

3．6％

8．40

．8

4．7％
7，39

．2

10．6％

7．96
．9

5．7％ 　　　　　25，3

5．6　　　 　 29．5

7．7　 　 　 　 ユ5，3

＊＊ ネ

累＊＊

変革後　き ょ うだい 　　62．8

　　　 親戚　　　　　55．8

　　　 友人　　　　 56．4

　　　 近隣　　　　 60．9

　 　 　 職 場 　 　 　 　 71．2

10．516

．514

．312

．211

．o

4，07

．18

，50

．02

，1

5．26
．47
．011
．36

，2

lO．17

．98
．58

．72

．1

7．46

．45

．27

．07

．5

15．318

，636

．820

，113

．5

＊＊

寧零＊

＊
p＜0．05，　

寧 串

p ＜ 0，Dl，　
＊ ＊ ’

p〈 0．OOI，

する機能 （こ こ で は 準家庭 的互助）が確 として存続 し

て い る と言 える．そ して ，変革後 （98 年 8月調査時

点まで ）で は，子が 伝統型に もどる 勢 い で上昇 した こ

とを除い て ，被扶助総体で は減少 した もの の ，依然 と

して親 （1．90）， 子 （1．90）， き ょ うだ い （1．64）が重

い ．次 い で 友人 （1．50），親戚 （1．41），職場 （1．13），

近隣 （1，11） とい う順序自体は 変革前 と ほ ぼ 同 じ構造

とな っ て い る．つ まり変革後を段 階別 に分類する と，

第 1 グ ル
ープが親 ・子同程度，第 H と して き ょ うだい

，

第 皿 と して友人，第IVとして 親戚，第V と して職場 ・

近隣 とつ づ き，第W が残 りの グ ル ープで あ る．今で も

近親者 （直系．t1縁者）へ の 極 め て 強 い 期待 ・依存傾向

が見 られ ， 「家 Gia）」 意識 の 残存的影響は否定で き

ない もの と思われる （今回過去に 遡 っ た調査で あっ た

ため，子の加齢に伴 う責任の増大 と親か らの 支援減少

効果 も
一

部に は効 い て い る）．そ して 親戚 ・近 隣 ・き

ょ うだい の 減少及 び友人 の 増加は変革後の変化で あ る．

とりわけ友入 と親戚 との 乖離が
一

気に広が っ た （た だ

し精神的扶助で の友人の 位置付けの 方が さらに重い ）．

そ の扶助程度で見る と
， 金銭 ・物質的な扶助 で は，親 ・

子
・き ょ うだ い （準家庭 的互助）の 3 扶助主体 （精神

で は
， 親 ・子 ・友人 の 3扶助主体）を中心 の 柱 と し て

や りと りして い る こ とが分か っ た ．金銭
・物質的 とい

う世知辛さ （主 と し て 「交換」性原理 が 重 く存在 する〉

は，それ ほ ど重 く人間諸 関係 を縛 る の で
， 互助性や 甌

縁性とい うまさ に紐帯的結合 を引 き出 して くる ．

　
一
方現実に お ける 人 間諸関係等の 扶助対応力 ・資源

形成等に お い て は ，そ れらに 十分対応 で きない こ とも

考えられ る．市場化に よ っ て ，さらに教育費や住宅の

商品化等を伴い ，それが家計 を新た に恒常的に 圧迫す

る要素 とな っ て くる と思われ る．直系面．縁問にお ける

生活保障機能の み で は十分 に カ バ ー
で きな い もの とす

れ ば
，

そ れ へ の 生 活設計的対応が こ れか らの 普及課題

とな る．また 職場 ・近隣等 の 「相互的互助」の変化も，

こ の よ うな状況，及び社会的 ・文化的変化の 中で の 構

造変革 （民主的な地域 マ ネジ メ ン ト課題）として 受け

止 め る 必要が 出て くる．

　（2） 属性 に よ る 金銭 ・物質的扶助の 変化

　1）　職業形態別に よる変化

　職場環境の激変に伴 う動向を
， 現在 の 職場 形態別 で

み た．表 2 以下 の 項 目で 統計的な有意差の 見られ る も

の は （以下 同 じ）改革前 で は，き ょ うだい ・近隣 ・友

人 で ，改革後 で は，そ れ が そ の ままに 職場 と親戚が加

わ っ て い る．それ だけ扶助主体 の 独 自 ・多様 な機能の

幅が増 して きた こ とに なる．そ の 内容を見る と，自営

業で は
， 両時期共に き ょ うだ い が大 きな意味 を持ち ，

業務 的特質がそ の ま ま出て い る ．また変革
’
前の 民 間 ・

中小 に お ける 近隣 も同様 で
， さら に 合弁 ・中小 に お い

て友入が 相対的に重 い 関わ りを示 して い る．変革後で

は
， 国営で の 職場 に対する依存度が大きく，親戚 ・友

人が 低い ．こ れは官僚制的慣行の 残滓 とも見 られ る傾

向 で あ る，中小で は今度は 近隣が強 くな っ て お り，顧

客や 閧係者も金銭 ・物質的扶助主体と して 関 わ っ て き

て い る．こ れ もまさにア ジア 的特徴とも思 われ る側面

が 表に出て きて い る．

　職業形態別 に おけ る 前後 の 変化 を表 3 に 示す，国営

で の み子 の 位置付け の 変化が 見ら れ る ．特に 第
一

川頁位

へ の 大幅移動は注 目され る．国営とい う比較的恵 まれ
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表 3．金銭 ・物質的扶助 の 変化
一

職 業形態別 にお け る前後

　　　の 差違 （平均値）
一

職業形態

国営 合弁　　自営業 無職等

扶助主 体　 親　　子　 職場 　　親 職場　 　 親　 親戚

変革前　 2，16　1，68　1．22　 1．94　　 1，21　 2．15　 1，47

変革後　 1，91　1．96　1，15　 L81　　 1．03　　L85 　 1．30

P 零串寧　　　 　　＊ ＊ 申　　　 　　＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊　　　　　　＊

＊

p〈 O．05，　
＊ ＊

p く 0，01，　
＊ ＊ ＊

p くO．OO1．

表 4．金銭 ・物質的扶助 の 変化一
国営に お ける性別の 前後の 差違

　　　（平均値）
一

男性 女性

親 子 職場　　 親　　　子 友人　 職場

変革前　 2，ユ6　　L68 　　1．23　 2．16　 1，68　　1．40　　1．22

変革後　 1，88　 1．96　 L16　 1．94　 1，96　 L47 　 1．15

P 串 ＊ 串　　　　 　　　 ＊ 出 承　　　　 　　　 ＊ 壌 ＊ ＊零 宇＊申 ＊ ＊ ＊

一＊ p＜ 0．05，　
i ＊

p ＜0．01，　
＊ ＊ ’

p＜ 0．001．

表 5．金銭 t物質的扶助の 変化
一

前後別に おける男女 の 差違 （平均値〉一

変革前
社区

平均値

市場

平均値
変革後

杜区

平均値

市場

平均値

ボ ラ ン テ ィ ア

　 平均値

女性

男 性

LO3 （0．190）

1，01 （0，105）

1．02 （0．136＞

1．00 （0．056）

女性

男 性

LO3 （O．186）

1．01 （0．119）

1．02 （0，146）
1．00 （0．069）

1．03 （0．170）
1．OO （0．089）

r 一2．33 ＊ 一2，13 ‡
∫

一2．46串 一2．66榊 一2．24 ＊

（ ）内 は 標準偏差．
’
p〈 0．05，

＊ ＊

p ＜ O．O！，
＊ ”

p＜O． 01．

た 階層で
， 金銭 ・物質的面に 限 る と は い え ， 「考」 の

復活 と も見 られ る ほ どの比重の シ フ トは十分 に注 目に

値 す る ．そ して 先述の 職場依存は，相対的で ，さらに

依存度を下 げて い るが，自営業 で の 職場 の 減少ほ どで

はない ，市場経済的制度 の 変革そ の もの の激変は よ り

後者に 及 ん で い る．無職等で は，血縁 的支援で すらも

劣 り，条件不利者に さら に厳 しい 現実が示され て い る

こ とが分 か っ た．

　表 4 で は ，こ れ に 対 し性 別 で の 前後の 差をとっ て み

た．注目すべ き こ と は 国営 の み で有意差が 見られた こ

とで あ る．女性で は男性 の 3項 目に加え
， 友人項 目が

やや増加と して 加わ っ て い る．変革前 ， 男女 1司一で あ

っ た親へ の 依存は，変革後に 女性 で やや多い 依存傾 向

と して 見 られ た．な お 子 に 関 して は ，男女 と も同
一

値

とな っ て い る．

　2）　性別 に よ る変化

　変革前後における男女の差違を表 5 に示す．精神的

扶助で の 有意差 の あ る 依存主体幅 の 広 さ に 比 べ て ，著

しく少なくな っ て い る．それだけ対応が 純化 もし くは

特化 して い る とも言えよう．男女共 に有意な差が存在

す る の が準公助に属する社区，自助 に属す る市場 で
，

女性側 で やや高依存とな っ て い る．変革後 の ボ ラ ン テ

ィ ア で も男女差が ある．女性側 の リス トラ失業 の 多さ

と生活の 担 い 手 と して の 現実の 厳 し さ を反映して の も

の か，女性側 で やや多い ．い ずれ ももともと依存度の

低 い 項目 の み で あ る こ とに着目する と，それだけ他で

は 男女差が 検証 しがた い ほ ど，平等 な市場経済化 の 傾

向が進み つ つ ある とも考え られる．
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表 6．金銭 ・物質的扶助の 変化一
性別 に おけ る 前後 の 差違 （平均

　　　値）一

男性 女性

親 了 職場 親 子 　　 友 人 　　職場

変革前　 2，08　　1，75　　1，20　　2．i8　　1．79　　工．45　　1，20

変革後　 1，87　　1，97　　1．13　　1．95　 2．02　　1．50　 Ll2

P ＊字＊ 半 宰＊ 串 串 串 ＊ ＊■ 寧 水 鼎 需＊　帛

＊
ρ＜ 0，05，　

「k串
p〈 O．01，　

牢＊ド
ρく 0．001．

表 7．金銭 ・物質的扶助主体の変化一前後別に お ける社会的地位別 の 差

　　　違 （構成比）
一

上 （9．696）　 中 （57．896＞　下 （32．6％ ）　 xu値 　 p

変革前　子

　　　 友人

　　　 社区

　　　 市場

　　　 政 府

12，396　　　　　　52．5％

8．6　　　　 　 53．0

32，0　　　　　　　　40．8

54．5　　　　　　　　　45．5

25．0　　　　　　　　　66．7

35．29638

．420

，0

8，3

7．5％

12．214

．827

．210

．7

＊＊

＊ ＊ 虚

＊＊率

＊＊

変革後　友人

　　　 社区

　　　 市場

　　　 政 府

8．226

．941

．233

．3

51、8　　　　　　　　40．0
57．7　　　　　　　　⊥5．4

58．854

．2　　　　　　　　　12，5

22．7　　 ＊辮

10．6　　 ＊＊

23．5　 　 …

7，2　 　 ＊ ＊ ＊

’

p ＜O．05，“ ’

p 〈O．OL 　
＊ ＊ ’

p ＜0．　OOI．

　表 6 で は，性別で見た前後の差違をと っ た ，全体的

に女性は男性よ り1項目 （友入）が多い ．子 と親 へ の

依存は 常 に 女性側 で 多い ．職場 に つ い て は ほ ぼ 男女同

一
減少で ある．女性 の み に ある友入の項 目で やや増加

とな っ て い る ．以上 を総合する と家計管理責任の あ り

方と関 わ る故か
， 女性 の 方 が 資源 の 調達度 と幅が大 き

い ，

　3）　社会的地位別の 変化

　表 7 に示すよ うに差が認 め られた の は
， 前後共通項

目と して も友人
・
社区 ・市場 ・政府 と多い ．友人につ

い て は
， 前後共 に 下位者 で 強 く現れ て お り，注 目した

い ．変革前の み として 子があ る．上 ・1
ド位に と っ て は

よ り強 い ．つ ま り変革前に お い て は伝統的 「考」は安

定的上位者 と下 位者に，よ り残 っ て い た こ と に な る．

　社区 ・市場 ・
政府で は変革前後 と も高地位者が高 い

依存を示 し， 変革後社 区
・
市場 へ の 依存が や や 減少 し，

政府 で は 増加 した ．そ して 中位者 の 変革前の 政府の 重

さ，下位者 の 致命的なほどの 政府 ・市場に おける前後

の 低 さ に も注 目 した い ．高地位者に と っ て ど の 資源 で

も有利な立場で の利用 とも見ら れ る金銭 ・物質的側面

で は あ る が ， それ で も変革後の 友人からの依存は決 し

て 高 くはな い ．

　表 8 で は
，

こ れ を前後の 変化 で 見 た．上 ・中 ・下共

通 して 親が減少 して い る．中 ・下位者 で は
．
ヂの 増加，

及 び 職場 の 減少 も見 られた．そ して 中位者で は親戚も

や や減少 し，構造的変革は よ り中 ， そ して 下位者 で 起

こ っ て い る こ とが 分 か っ た ．つ まり市場経済化政策の

実施 で は社会的な高地位者へ の 影響 が 少な い ．

　 さらに表 9 を性別に おける前後の差違で見た．高地

位者 の 変化が観察 されない ．中 ・
下位者の 間 で 起 こ っ

て い る詳細は ，中位者で 女性 が 男性 よ り 2主体多 く，

下位で 男性 が 1主体多い ．後者の それは職場依存の 大

幅減少で ，こ の 市場構造変革が及 ぼ した 地位 の 乏 しい

男性 へ の 影響の 大 きさを示し て い る．女性 の 中位者の

依存変化の 項目の多さを見る と，子 に対 して は 男性 よ

りや や 頼らず，親に 対 して は か な り頼 っ て い る 傾向が

見られ た ，男性に見 られな い 職場
・
親戚 は い ずれ も減

少 となっ て い る．女性 の 下位で は 唯
一
子が 異な っ た推

移 の あ る もの と して 登場 し，そ の 依 存度は 高い ．
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表 8．金銭 ・物質的扶助 の 変化
一

社会的地位別 に おけ る前後

　　　の差違 （平均値）
一

社会的地位

上 中

扶助 主 体　　親　　親 　　子 　 親戚　職 場　 親　　子　 職場

変革前 　 2．07　 2．19　1．72　L45 　L212 ．05　1．80　1．20

変革後　 1．93　 1．90　1．98　L40 　1．14　1．94　1．99　1．IG

P 本　 　　　　 　　寧 ＊ 牢　　　 　　串 ホ ＊　　　 　　 ＊ 串　　　　 　 ＊ ＊ 串　　　 　　　 ＊ 諦　　 　　　　 壌 ＊ 孝

＊
pく 0．05，　

＊ ＊

ρく 0．Ol，　
＊ t ‡

p〈 O．ODユ．

表 9．金銭 ・物質的扶助 の 変化
一

性 別 に お け る社会的地位別 の 前後の 差

　　 違 （平均値）
一

中
　　　i

下 中 下
男 性

親 子 親 職場
女性

親 f・ 親戚 職場 子

変革前

変革後

2．121

，851

、73

王、982

，061

．921

．211

．08

変 革前

変革後

2，251

．941

．701

．931

．3BL321．221

．121

．832

．07

P 　　　
＊＊ ＊

　　
＊ ＊

　　　
＊
　　

‡ ＊ ‡
　　　 P ＊ ＊ ＊　　　 　　　寧 ＊　 　　　　 　　＊　 　　　　　虚＊庫　　　 　　　　＊

牢

p＜ 0．05，　
＊ 串

∫ア＜0．01，　
＊ ＊ ＊

ρ〈 0．00L

表 10．金銭 ・物質的扶助 主体の 状況一前後 別 に お け る 経済的地位別 の

　　　 差違 （構成比）一

．ヒ （9．2％ ）　中 （56．896）　下 （33．7％ ＞　 xL
’
値 　 p

変革前　友人　　　1Q．5

　　　 宅十1ヌ：　　　　　24．0

　　　 市場　　　50．0

　　　 政府　　　26．1

52．256

．030

．065

．2

37．320

．020

．28

，7

7．o　 　・

7．3　　 ＊

19．7　　＊＊＊

11．7　　＊＊

変革後　友人

　　　 近隣

　　　 社区

　　　 市場

　　　 政 府

11．316

，023

，135

，333

，3

50．254

．653

．852

．954

．2

38，529

，423

，111

，812

．5

ユ7．87

．46

．315

．Ol8

．5

＊ 寧 窄

＊ 零 ＊

幽 察 寧

＊
ρ＜ 0．05，　

＊出
ρ＜ 0．Ol，　

寧＊＊
pく 0，001。

　（3） 経済的地位別の変化

　表 ユ0 で は ，変革前後に お け る 経 済的地位別 の 変化

を と っ た．変革前 4 項目，変革後 5項目 （近隣追加〉

で あ る．上位者で の近隣比率の 高さが 目立 つ ．友人 に

つ い て は
， 前後 と も中位者 が低 い ．社区

・市場 ・政府

に つ い て は高地位者 で ， 依存度が高 い が ， 市場依存 の

独占的突出状態が変 革後で は，そ の 突出状況 が 緩和 し

て い る （中位者の 依存の極度の 低さか ら，程 々 の 依存

化へ の シ フ トも見ら れ る）．

　表 llで は経済的地位別に おける前後の 差違 を見た．

杜会的地位 （表 8）に 比 して ，上位者で は職場 へ の 低

下，中位者 で は 市場 へ の 依存度 は微少で あ る が ，そ れ

ぞれ扶助 主体 に有意差 の あ る もの が加わ っ て い る ．職

場へ の 依存は上位者 ほ ど変革前 は 高く， そ の 後の 減少

度も大 きい ．中位者で の み 親戚が 減少 して い る。ま た

上 ・中 ・下 三者に共通す る親 で は，上 ・中位 者 で の 依

存度が も と もと高い が ，変革後上 位者 の み が まだ相対

的依存傾 向が 高い ．一方，中 ・
下位の み で 子が見られ
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表 11．金銭 ・物質的扶助 の 変化一経済的地位別 に お ける 前後の 差違

　　　 （平均値〉一

経1斉的 地｛立

．lr． 中 下

扶助 主体　 親　 職場　 親　　子　 親戚　職場　市場　 親　　子　 職場

変革前　 2．　19　 1，25　2，18　1．74　1．48　ユ．20　1．QO　2．03　1．　76　1．ユ8
変革後　 2．02　1，14　1，90　1．98　1．40　工．14　LOI 　！．90　1．97　1．n

P ＊　 　　 　 　　累＊　 　 　　 　零家窄　 　　 　寧串寧　　 　　 宰幽宰　　 　　 ＊＊＊　 　　 　　 ＊　 　　 　 　　‡＊　　 　 　　 　‡　　 　　 　 　＊＊

＊

p ＜ 0．  5，　
＊ ＊

ρ＜0，0工，　
亭 ＊ ＋

pく 0，001．

表 12．金銭 ・物質的扶助 の 変化一
性別 ・経済的地位別に おける前後の 差違 （平均値）一

　　　　　 上 　　　　　　 中
男姓　　　　　　　

一一一一一一

　　　 親戚　職場　 親　　子　 親戚

変革前　 1．34　1．25　2，09　1，72　1．56

変革後　 1，47　1．ll　 1．852 ．00　1．49

　 P　　　　　
＊
　　　　

‡
　　　

掌 料
　　　

＊ 料
　　　　

＊

2．04　　1．19　1変革前

　　卜　　　　　　　　　　 中　　　　　　 下

　　　　 　 女性　　　　　　　　 一 一一
親　 職場 ，　　　　 親　　子　　親戚　職場　 子

　　　
‘一
一

2．2b1 ．761

．96i

．41　　1．21　　1＿76

1．33　　1．11　　2．06

＊　　　　　　　　　窄　串　　　　　　　寧　塞　穿　　　　　　　＊　ホ

＊

p＜ 0．05，　
＊ ＊

p〈 0．Ol，　
＊＊＊

ρ＜ 0，001，

る こ とか ら，0 ・
ラ ン グが指摘 した事柄が変革後経済

的中 ・下位者層 で 復活化 しつ つ ある こ と を伺わせ る．

　 こ れ をさら に表 12男女別で 見る と，上位者 に つ い

て は
， 男性側 の み に有意差 が あ り， 内訳 は 親戚で 増加 ，

職場で 減少とな っ て い る．経済的地位重視 の 意識 で の

男系親族的結束が経済的成功 と結びつ い た可能性を示

す と したら興味深い 事実とな る，中位の 男女で は
， 子 ・

親 ・親戚とも同
一

の傾向で あ り，女性の み に見 ら れ る

職場の 減少は，中位の 女性 の 職場環境 の 状況 の 厳しさ

を示 して い る とすれ ば気になると こ ろ で あ る．下位者

で は，男女 に 違 い があ り，女性は子の み の増で ある．

男性は親 ・職場と も大幅な減少が 生 じ て お り， 男性 の

経済的下位者の 職場環境 の 劣化 は ，よ り厳 しい 現実 を

示 して い る ．

　 4．まとめに か え て

　本報で は
， 中国 の 変革期 に お け る 相互扶助体系 の 実

態とそ の 変化の うち金銭 ・物質的扶助 に つ い て ，総括

的 ・
具体的 に分析 した。精神的扶助 で は，準家庭的互

助 の 別居親 と 同子，及び互恵的互助の 友人を含め た 3

扶助主体を中心 の柱 として い る の に対 して ，金銭 ・物

質的な扶助 で は，準家庭 的互助の 別居親 ・同子 ・同き

ょ うだい を含め た 3 扶助主体を 中心 の 柱 とす る もの で

あっ た こ とが分か っ た ，全体で の 傾向と して，精神的

扶助及び金銭 ・物質的扶助が 同
一

傾 向で
， や は り女性

で よ り幅広 い 主体で の 変化が生 じて い る．特に準家庭

的互助 で あ る 子，及 び 親 へ の 依存 の 多い こ とが示 され

て い た．

　職業形態別の結果で は
， 国営で変化が やや多く，変

革後有意な差を生 じた主体に複数の 追加があ る．その

対応 も多様で ある．民間 ・合弁 ・中小で は友人の存在

が大 きく，増 加 の 傾向 もあ る．自営業はき ょ うだ い の

み で ，や や 減少とな っ て い る ．中小 で は 変革後 に 近隣

の み が 頼 りで ある．

　社会的地位別 で は，変革前の み の傾向と して
，

上 ・

下位者に と っ て の 子，下位者の友人 が 違い として 機能

して い る 、 上位者で は，変革前後とも相対的には 社区 ・

市場
・
政府へ の 傾 きが 顕 著 で あ る が，政府に つ い て の

み 増加と な っ て い る．中位者で前後で の差違が相対的

に多い が，子以外で 全 て 減少 して い る．

　経済的地位別に お い て は
， 職場環境 の 悪化が上位者

で も見ら れ，中位者の女性 ，下位者 の 男性 に も重 くの

し掛か っ て い る．また 上位者 の 主体変 化幅が 広 い ．社

区 ・市場 ・政府 ， さら に 変革後で は近隣も加わ っ て い

る．しか し市場 に 関 して は相対的に高水準で ，変革後

に そ の 依存度が落 ち，政府に対す る依存が 増加 した ．

中 ・下 位者 で の 依存度は極端な低さ が 見 られ た ．

　以上明らか に された結果は従来の 血縁 ・
地縁 ・ギ ル
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ドを中心 とされ て きた生活保障機能が大幅に 衰退 ・変

化 し，変革前後とも主 と し て 準家庭的亙助の 子 ・親 ・

き ょ うだ い の 仕組 み に な っ て い る．しか し
，

そ の 前後

で も差違 は大 きく，金銭 ・物質面 で は 親
・
親戚 ・

近隣
・

職場の 減少が 見 ら れ，互恵 的互 助 の 友人が階層 的な差

違を内包し つ つ も，相対的に増加 して い る．中国の 金

銭
・
物質面 で の 生活保障機能は

， 今や 転換期に直面 し

て い る が，単 に 市場化 に よ る 条件変化の み で は な く，

今回の調査 の ように 家族 や 人問諸関係，さらに は地域 ・

社会シ ス テ ム の 条件を体系的に 調査 しなければ，方向

性 は見 えて こ な い こ とが 分 か っ た ．
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